
「人と情報のエコシステム」領域の必要性 

よって、研究開発の上流工程から多様なステークホルダーの主観的意見をとりいれ、 
  問題やテーマのフレーミングの幅を広げていくことが重要となる。 

ビッグデータを活用した人工知能、IoT、ロボット、といった情報技術は、社会に新たな大きな
変化をもたらしうる。 

現時点ではその潜在的なメリットと負のリスクが明瞭ではない「萌芽的技術(emerging 
technology)」の段階である。 

豊かさ 
高い効率性 
・・・ 
 

思わぬトラブル 
悪意による事件 
経済格差や資本集中・・・ 

しかし、 

“メリットやリスクは、多様な解釈・イメージ・メタファーで語られている” 
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「人と情報のエコシステム」領域の目標 

情報技術と人間のなじみがとれている社会を目指すために、情報技術がもたらす
メリットと負のリスクを特定し、技術や制度へ反映していく共進化プラットフォーム
の形成を行う。 

 情報・コミュニケーション 

⇒出版、シンポジウムなど 

情報技術の進展に伴う 
変化や諸問題を共有する 
=アジェンダ化する 

情報技術の進展や施策に対
し、望まれる方向性や要請
の多様な選択肢を示す 

[アウトプット] 

① 社会や人間への 
 影響・リスクの検討 

② 価値意識・倫理
観、現状の制度に 
ついての検討 

社会での 
共有 

指標の開発 

指針・ガイドライン 

⇒政策提言 など 

情報技術と社会の望ましい共進化を促すプラットフォームの構築 

研究開発の上流の段階から、多様な人々と対話する（Upstream  Engagement) 

自然科学者 行政 生活者 技術者 ﾒﾃﾞｨｱ 企業 ･･･ 人文社会学者 

  経済   法律   倫理   哲学   ・・・ 
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本領域が対象とする情報技術と社会問題 
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顕在 潜在 

潜在 

顕在 

技 術 

問 
題 

【対象となる社会問題】 
・A：潜在技術の潜在的社会問題 

今後現れる技術（潜在技術）がもたら
すと予測される、社会問題（潜在的社
会問題） 

・C:顕在技術の潜在的社会問題 

既にある技術（顕在技術）がもたらして
いるが、多くの人に共有されていない社
会問題（潜在的社会問題） 
 

IoT（セキュリティ） 

アルゴリズム化（不当な差別） 
ブラックボックス化（開示要求） 

Ｍ２Ｍ（連携リスク） 

義手・義足等（機械と
人間の融合） 

自動走行車 

ロボット（事故責任） 

コミュニケーションロボット 
（意図せぬ損害） 

デジタル空間（新しいプロトコルの必要性） 

労働の機械への置き換え 
ドローン（多機能、可燃） 

【対象とする情報技術】 
・主にビッグデータを活用した人工知能、ロボット、IoTなどを想定 
・その中でも開発の上流段階で社会からのフィードバッグを受けることが重要な現 
 在発展中の技術や今後開発されうる技術、さらに、既に社会に実装されている技 
  術も対象となる 
 



研究開発テーマの取り組みの例 

Ｚ 

B-1:法律・ 
制度 

B-3:経済・ 
雇用 

B-5:人間中
心技術開発 

B-4:教育 

アルゴリズム開示、情報トレーサビリティ技術 

情報倫理 

リテラシー格差拡大の抑止 

社会と技術を牽引する人材の養成 

寡占や集中による問題の抑止・対処 

ロボット憲章／AI憲章 

異分野間の連携を促進 

技術開発への倫理や哲学のインプット 

オープンフォーラム 

超スマート社会におけるセキュリティ 

海外発信、連携 

ガイドライン 
/提言 

人材/ 
コミュニティ 対応技術 

/制御技術 

情報発信 

多様な選択肢を検討・提示する仕組み 変化を知り、議論する方法や仕組み 

スピーディで柔軟な制度設計・法制度改正ができる仕組み 

さまざまなリスクの最小化 もたらされるメリットの最大化 

な
じ
み
な
ど
の
価
値
や
社
会
の
規
範
の
検
討 

制度 
/政策 

産業応用、サイエンス応用の進展 

共通基盤プロジェクト 

A:共進化プ
ラットフォーム 

B-2:倫理・ 
哲学 
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